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消費増税対策に商品券発行
消費税増税（８％→ 10％）による負担軽減と消費の下支えをするために

プレミアム付き商品券事業に 3500 万円

商品券補助金 1000 万円 30％

発
行
事
務
費

臨 時 雇 い 賃 金 530 万円

2500 万円 70％

通 信 運 搬 費 110 万円
システム委託料 250 万円
販 売 委 託 料 1320 万円
リ ー ス 料 100 万円
そ の 他 190 万円

計 3500 万円 100％

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
商
品
券
は
、
１
冊
５
０
０
０

円
（
５
０
０
円
×
10
枚
）。
こ

れ
を
、
４
０
０
０
円
で
購
入
で

き
る
。

　
対
象
者
一
人
５
冊
ま
で
買
え

る
。

　
町
内
の
登
録
店
で
買
い
物
す

る
と
き
使
え
る
。

　
使
え
る
の
は
今
年
度
限
り
。

◆
商
品
券
を
買
え
る
人

⃝

令
和
元
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方
。
た
だ
し
、
住
民

税
課
税
者
と
生
計
が
同
一
の

配
偶
者
、
扶
養
家
族
、
生
活

保
護
受
給
者
な
ど
は
除
く
。

⃝
９
月
30
日
に
３
歳
半
以
下
の

子
（
申
請
不
要
）

◆
申
請
の
受
付
場
所

⃝

町
福
祉
課
と
由
岐
支
所

◆
申
請
の
期
間

⃝

８
月
20
日
か
ら
２
月
21
日

　
申
請
後
、
購
入
引
換
券
が
役

場
か
ら
届
く
。

◆
商
品
券
の
購
入
期
間

⃝

10
月
１
日
か
ら
２
月
28
日

◆
商
品
券
の
使
用
期
限

⃝

10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
。
町
内
の
登
録

店
で
使
用
で
き
る
。

◆
登
録
店

⃝

8
月
末
現
在
80
店

　
美
波
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

ら
れ
ま
す
。

審
議
内
容

質
　
疑　

戎
野
議
員

　
全
額
国
庫
補
助
で
３
５
０
０

万
円
計
上
し
て
い
る
が
、
委
託

料
１
５
０
０
万
円
を
ど
う
す
る

の
か
、
ま
た
対
象
者
は
何
人
か
。

答
　
弁　

大
三
福
祉
課
長

　

商
店
の
募
集
、
換
金
は
商
工

会
に
委
託
す
る
予
定
。

　

対
象
者
の
数
は
、
住
民
税
非

課
税
者
で
所
得
を
申
告
し
て
い

な
い
人
を
含
め
て
約
２
０
０
０

人
。
３
歳
半
以
下
の
子
ど
も
は

約
１
０
０
人
と
見
て
い
る
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　
こ
の
事
業
は
、
国
費
３
５
０

０
万
円
の
内
の
１
０
０
０
万
円

を
低
所
得
者
な
ど
に
還
元
す
る

が
、
直
接
３
５
０
０
万
円
配
っ

た
ほ
う
が
効
率
的
で
は
な
い
の

か
。

答
　
弁　

大
三
福
祉
課
長

　

前
回
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

と
し
て
直
接
現
金
で
支
援
し
た
。

ま
た
商
品
券
補
助
も
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
全
国
で
同
じ
事
業

を
各
自
治
体
が
や
っ
て
い
る
の

で
国
の
方
針
に
則
っ
た
う
え
で

美
波
町
は
し
て
い
く
。
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病院連絡バスの２系統化へ
新たに連絡バスを購入し、10 月１日から２系統化。
由岐地区は志和岐・東由岐・西由岐まで、日和佐地区は日和佐駅・役場・北河内駅ま
で経路が拡大される。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

◦
病
院
連
絡
バ
ス

新
車
購
入
３
７
０
万
円

　
（
地
方
債
：
３
３
０
万
円

一
般
財
源
：
40
万
円
）

　

10
月
１
日
よ
り
２
系
統（
２
台
）

で
運
行
す
る
。

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
に
運
行

を
委
託
す
る
。

美波病院

JR 日和佐駅

JR 北河内駅前

日和佐診療所

町役場

日和佐地区 （イメージ図）

美波病院 JR 由岐駅

大池橋の東由岐側志和岐漁協前バス停
西由岐公民館

由岐地区 （イメージ図）

利便性向上が期待される。
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影
治
町
長
よ
り
３
月
定
例
会
以
降
の
「
諸
般
の
報
告
」

が
あ
っ
た
。
専
決
処
分
９
件
、
契
約
２
件
、
報
告
４
件
、

条
例
議
案
５
件
、
変
更
議
案
２
件
、
委
託
協
定
１
件
、
補

正
予
算
２
件
、
人
事
案
件
１
件
の
全
26
議
案
の
提
案
理
由

説
明
が
あ
っ
た
。

◆
報
告
第
３
号　
一
般
会

計
繰
越
明
許
費　
25
事
業

９
億
４
１
６
９
万
円

質
　
疑　

北
山
議
員

　
農
山
漁
村
活
性
化
事
業
の
内

容
と
繰
越
理
由
は
。

答
　
弁　

島
村
産
業
振
興
課
長

　

伊
座
利
漁
協
で
購
入
を
希
望

し
た
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
繰
り
越
し

た
。
事
業
内
容
は
農
林
漁
業
の

振
興
や
農
林
漁
村
の
担
い
手
対

策
に
補
助
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

許
可
は
い
ら
な
い
。

質
　
疑　

山
本
議
員

　
名
称
を
付
け
た
経
緯
は
。
ま

た
、
高
さ
の
表
示
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

名
称
は
地
元
代
表
者
と
相
談

し
て
決
め
た
。
避
難
階
ま
で
の

高
さ
は
表
示
し
て
い
る
。

質
　
疑　

宮
原
議
員

　
タ
ワ
ー
の
使
用
許
可
は
ど
の

よ
う
な
場
合
か
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

安
全
上
十

分
な
管
理
の

う
え
行
事
を

行
っ
て
欲
し

い
。

質
　
疑　

岩
瀬
議
員

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
ど
う
か
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

火
を
使
う
こ
と
は
遠
慮
し
て

欲
し
い
。

◆
議
案
第
40
号　
サ
ー
バ

ー
購
入　
３
２
４
０
万
円

相
手
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
徳
島
支

店説
明
：
新
シ
ス
テ
ム
は
２
台
の

サ
ー
バ
ー
に
し
て
、
場
所
や
維

持
経
費
を
削
減
す
る
。

６
月
定
例
会
の
概
要

（
６
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
８
日
間
開
催
）

◆
議
案
第
41
号　
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
購
入
２
１
７
台　

１
２
９
５
万
円

９
社
が
入
札
。

落
札
（
株
）
テ
ッ
ク
情
報

質
　
疑　

戎
野
議
員　

　
ど
こ
に
置
く
の
か
。

答
　
弁　

浜
総
務
課
長　

　

本
庁
舎
と
日
和
佐
の
出
先
に

１
４
３
台
、
支
所
と
由
岐
の
出

先
に
40
台
、
学
校
に
34
台
を
配

置
す
る
。

◆
議
案
第
44
号　
町
教
育

委
員
の
任
命

　
野
村
耕
司
氏
の
任
期
満
了
に

よ
り
、
東
田
久
代
氏
（
日
和
佐

浦
）
を
任
命
。
任
期
は
７
月
２

日
か
ら
4
年
間
。

東田　久代 氏

避難タワー、普段の利用を！

質
　
疑　

山
本
議
員

　
道
の
駅
物
産
館
の
修
理
を
迅

速
に
取
り
組
め
。

答
　
弁　

島
村
産
業
振
興
課
長

　

一
旦
補
修
し
て
お
り
、
今
後

工
事
を
進
め
る
。

◆
議
案
第
37
号　
大
浜
津

波
避
難
タ
ワ
ー
、
え
び
す

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
管
理

条
例

質
　
疑　

舛
田
議
員

　
タ
ワ
ー
の
見
学
に
許
可
が
い

る
の
か
。
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議　　　　案 結　果
議 案 第 3 2 号 専決処分の承認 承 認

報 告 第 ３ 号 平成30年度　一般会計繰越明許費繰越計算書 承 認

報 告 第 ４ 号 平成30年度　簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 承 認

報 告 第 ５ 号 平成30年度　公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 承 認

報 告 第 ６ 号 平成30年度　水道事業会計繰越計算書 承 認

議 案 第 3 3 号 災害弔慰金支給条例の一部改正 可 決

議 案 第 3 4 号 重度心身障害者医療費助成条例の一部改正 可 決

議 案 第 3 5 号 介護保険条例の一部改正 可 決

議 案 第 3 6 号 伊座利多世代交流・多機能拠点施設設置・管理条例の一部改正 可 決

議 案 第 3 8 号 組織団体数の減少で徳島県市町村総合事務組合規約の変更 可 決

議 案 第 3 9 号 過疎地域自立促進計画の一部変更 可 決

議 案 第 4 0 号 物品購入契約（平成31年度町情報系システム更改）の締結 可 決

議 案 第 4 1 号 物品購入契約（平成31年度町行政情報端末パソコン更新）の締結 可 決

議 案 第 4 3 号 令和元年度　介護保険事業特別会計補正予算 可 決

議 案 第 4 4 号 教育委員会委員の任命 同 意

発 議 第 ５ 号 新たな過疎対策法制定の意見書 可 決
※議案の名称は短縮してあります。

◆ 各議員の賛否（賛否の分かれた議案）◆ 議長…－　賛成…○　反対…╳　退席…退

議　員　名

議　案

戎
野
　
　
博

北
山
　
朝
彦

川
尻
　
竹
藏

山
本
　
正
男

丸
龍
　
孝
敏

舛
田
　
邦
人

松
本
　
晋
児

岩
瀬
　
　
公

向
山
　
篤
宏

中
川
　
尚
毅

寺
下
　
博
子

宮
原
　
英
夫

結　果

議 案 第 3 7 号 津波避難タワー設置・管理条
例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ╳ ○ ○ 可　決

議 案 第 4 2 号 令和元年度　一般会計補正予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ － ╳ ○ ○ 可　決

議 案 第 4 5 号 公共下水道寺前ポンプ場工事
委託の協定締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ╳ ○ ○ 可　決

請 願 第 １ 号 請願の正しい判断を求める請
願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ － ○ ╳ ○ 不採択

請 願 第 ２ 号 「議会は機能しているか、議員
の資質を問う」請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ － ○ ╳ ○ 不採択

請 願 第 ３ 号 議員派遣の適正な審査を求め
る請願 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ － ○ ╳ ○ 不採択

※議案の名称は短縮してあります。

第２回定例会　◆ 各議員の賛否（全会一致の議案）◆
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住
民
か
ら
の
請
願
３
件

不
採
択

請
願
者
：
井
筒
宗
武 

氏
（
日
和
佐
浦
）

紹
介
議
員
：
中
川
尚
毅

適
正
な
議
員
派
遣
へ

住
民
目
線
で
の
判
断
へ

◆
請
願
第
３
号
「
議
員
派

遣
に
つ
い
て
の
適
正
な
審

査
を
求
め
る
請
願
」

【
請
願
趣
旨
】

　
「
請
願
の
中
身
を
議
論
せ
ず
、

形
式
的
な
運
営
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
委
員
会
が
審

査
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、

住
民
の
請
願
権
を
侵
害
す
る
も

の
だ
。」

■
議
会
運
営
委
員
会
報
告

不
採
択
（
賛
成
２
：
反
対
３
）

質
　
疑　

中
川
議
員

　

研
修
許
可
を
申
請
し
た
の
は

航
空
券
購
入
の
前
か
後
か
。

　

研
修
許
可
を
議
長
が
出
し
た

の
は
い
つ
か
。

答
　
弁　
松
本
委
員
長

　

８
月
末
に
前
議
長
か
ら
口
頭

で
許
可
を
得
た
。
航
空
券
は
９

月
上
旬
に
依
頼
し
、
10
月
８
日

購
入
。

質
　
疑　

戎
野
議
員

　

派
遣
議
員
の
日
時
・
場
所
等

の
変
更
は
「
緊
急
を
要
す
る
場

合
に
は
議
長
に
一
任
す
る
」
と

言
わ
れ
る
が
緊
急
事
態
と
は
ど

う
い
う
状
況
か
。

答
　
弁　

松
本
委
員
長

　

答
弁
な
し

●
討　
論

賛　
成　
中
川
議
員

　

委
員
長
は
３
回
で
十
分
審
議

し
た
と
い
う
が
、
２
月
14
日
は

開
会
し
て
す
ぐ
や
め
た
。
請
願

者
の
趣
旨
に
は
合
わ
な
い
の
で

委
員
長
報
告
に
は
納
得
で
き
な

い
。
不
採
択
は
乱
暴
で
あ
る
。

反　
対　
寺
下
議
員

　

議
会
運
営
委
員
会
を
３
回
開

催
し
、
誠
実
に
対
応
し
て
い
る
。

請
願
の
内
容
の
妥
当
性
と
実
現

可
能
性
を
基
準
に
し
て
も
、
こ

の
内
容
は
請
願
と
し
て
妥
当
で

は
な
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　

請
願
内
容
の
「
目
的
の
変
更

が
で
き
る
状
況
と
は
」
に
答
え

て
い
な
い
。
広
報
研
修
の
目
的

以
外
の
研
修
を
受
講
す
る
手
続

き
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

賛　
成　
北
山
議
員

　

議
員
派
遣
に
関
与
し
た
議
員

が
審
議
す
る
と
い
う
の
は
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

請
願
は
議
会
の
解
釈
、
説
明

◆
請
願　
第
１
号
「
請
願

に
つ
い
て
正
し
い
判
断
を

求
め
る
請
願
」

【
請
願
趣
旨
】

　

公
文
書
誤
り
の
是
正
を
申
し

入
れ
た
が
、
未
だ
に
訂
正
さ
れ

て
い
な
い
。
公
文
書
に
対
す
る

適
正
な
取
り
扱
い
を
求
め
る
。

を
求
め
て
い
る
の
で
拒
否
す
る
の

で
は
な
く
答
え
る
必
要
が
あ
る
。

採
決
結
果

賛
成
４
：
反
対
７

請
願　

不
採
択

■
議
会
運
営
委
員
会
報
告

不
採
択
（
賛
成
２
：
反
対
３
）

質
　
疑　

戎
野
議
員

　

町
民
が
公
文
書
の
記
載
ミ
ス

と
指
摘
し
た
請
願
を
「
否
決
」

す
る
こ
と
は
指
摘
に
応
え
て
い

な
い
。
２
月
14
日
の
請
願
で
の

指
摘
か
ら
訂
正
シ
ー
ル
配
布
の
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正
し
く
機
能
す
る
議
会
へ

６
月
５
日
ま
で
か
か
っ
た
理
由

は
。

答
　
弁　
松
本
委
員
長

　

委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な

議
論
は
な
か
っ
た
。

●
討　
論

賛　
成　
中
川
議
員

　

も
っ
と
、
議
論
を
尽
く
す
べ

き
で
一
度
採
択
し
て
請
願
者
に

丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
で
あ
る
。

反　
対　
丸
龍
議
員

　

請
願
内
容
の
妥
当
性
と
実
現

の
可
能
性
を
判
断
す
る
基
準
と

し
て
い
る
の
で
内
容
が
請
願
と

し
て
妥
当
で
な
い
。

賛　
成　
戎
野
議
員

　

公
文
書
の
記
載
入
力
ミ
ス
と

認
め
て
い
な
が
ら
、
そ
の
請
願

を
不
採
択
に
す
る
の
は
論
理
が

一
貫
し
て
い
な
い
。

賛　
成　
北
山
議
員

　

監
査
に
間
違
い
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
指
摘
を
真
摯
に
受

け
止
め
二
度
と
間
違
い
が
な
い

よ
う
に
す
べ
き
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

記
入
ミ
ス
と
い
う
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
の
だ
か
ら
回

答
し
て
も
何
の
差
支
え
も
な
い
。

不
採
択
に
し
て
答
え
を
出
さ
な

い
の
は
不
誠
実
で
あ
る
。

採
決
結
果

賛
成
４
：
反
対
７

請
願　

不
採
択

　

請
願
と
は
、損
害
の
救
済
、

公
務
員
の
罷
免
、
法
令
の
制

定
・
廃
止
・
改
正
、
そ
の
他

国
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務

に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に

関
し
、
国
民
が
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
機
関
に
対
し
要

望
を
述
べ
る
こ
と
。

　

憲
法
で
請
願
権
を
国
民
の

基
本
的
権
利
の
一
つ
と
し
て

保
障
し
て
い
る
。

　

法
定
の
形
式
を
備
え
て
い

れ
ば
、
議
長
に
お
い
て
受
理

さ
れ
る
。

◆
請
願
第
２
号
「
議
会
は

正
し
く
機
能
し
て
い
る
の

か
、
議
員
の
資
質
を
問
う

請
願
」

【
請
願
趣
旨
】

　

広
報
委
員
会
の
所
管
外
研
修

の
報
告
、
会
議
録
が
存
在
し
な

い
。
そ
れ
は
提
案
者
の
川
尻
議

長
の
責
任
と
考
え
る
。
そ
の
当

時
、
議
会
は
機
能
し
て
い
た
の

か
。

■
議
会
運
営
委
員
会
報
告

不
採
択
（
賛
成
２
：
反
対
３
）

質
　
疑　

北
山
議
員

　

広
報
委
員
会
が
地
方
創
生
の

研
修
を
受
講
し
た
根
拠
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
の
か
。

答
　
弁　
松
本
委
員
長

　

な
か
っ
た
と
思
う
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　

委
員
会
の
役
割
分
担
を
無
視

し
て
い
い
の
か
。
職
員
の
復
命

書
を
そ
の
ま
ま
で
い
く
の
か
。

答
　
弁　
松
本
委
員
長

　

広
報
の
委
員
会
が
総
務
産
業

所
管
の
研
修
に
行
っ
た
こ
と
は

お
詫
び
し
た
経
緯
が
あ
る
。

●
討　
論

賛　
成　
中
川
議
員

　

十
分
な
議
論
を
尽
く
し
た
と

は
言
え
な
い
。
採
択
し
て
明
確

な
返
事
を
請
願
者
に
返
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

賛　
成　
北
山
議
員

　

所
管
す
る
委
員
会
で
研
修
す

べ
き
と
い
う
請
願
者
の
趣
旨
を

真
摯
に
受
け
止
め
採
択
す
べ
き
。

賛　
成　
戎
野
議
員　
　

　

復
命
書
等
の
回
答
で
き
る
も

の
に
は
採
択
し
て
い
く
べ
き
だ
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

議
員
活
動
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
答
弁
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

採
決
結
果

賛
成
４
：
反
対
７

請
願　

不
採
択

請
願
書
の
形
式

①
請
願
書
に
は
、
邦
文
を
用

い
、
請
願
の
趣
旨
、
提
出

年
月
日
、
請
願
者
の
住
所

及
び
氏
名
（
法
人
の
場
合

に
は
そ
の
名
称
及
び
代
表

者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
。

②
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
請

願
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

�

（
美
波
町
議
会
会
議
規
則
）
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舛田邦人議員
①高齢者の免許証返納に「優遇制度」は
②ワールドマスターズゲームズの取り組みは

p9

寺下博子議員
①財政の現況と今後の取り組みは
②「谷屋」の具体的な進捗を知りたい

p10

宮原英夫議員
①住民意向調査は、高台への誘導ではないか
②監査指摘事項の改善状況を監査していない理由は

p11

北山朝彦議員
①債権の管理条例・管理マニュアルは並行して策定を
②奨学金制度で人材を町に留める施策を

p12

戎野　博議員

①し尿処理施設を廃止し、日和佐浄化センターに統合
できないか
②配食サービスの改善策を

p13

山本正男議員

①映画「波乗りオフィスへようこそ」をどのように上
映していくのか
②持続可能な稲作農業への取り組みは
③斎場の統合計画はないのか

p14

中川尚毅議員
①学校の統合計画は
②返還金 700 万円の時効はいつか

p15

※議会だよりの発言内容は要約されています。全文を記載した議事録・動画は町のホームペー
ジでご覧ください。　
※一般質問とは、町のさまざまな課題について議員が町に考えを聞く質問のこと。
　議員は年４回開催される定例会において、政策提言も含めて質問をすることができ、内
容は自由です。質問と答弁がかみ合うよう事前通告制となっています。

７人の議員が
町政をチェック

一般質問

（登壇の順で掲載）
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タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
鉄
道
の
運
賃
の
割
引
や
貯

金
利
息
の
割
増
の
支
援
活
動
が
あ
る

答　弁

早
く
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
大
会
を
成
功

さ
せ
た
い

答　弁

1
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
に
「
優
遇
制
度
」
は

2
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
取
り
組

み
は

一
般
質
問

舛
ます

田
だ

　邦
くに

人
ひと

議員

質
　
問

　
本
町
で
65
歳
以
上
の
免
許
保

有
者
と
、
返
納
さ
れ
た
人
数
は
。

自
主
返
納
者
に
対
す
る
優
遇
制

度
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
シ
ニ

ア
カ
ー
に
補
助
は
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

５
月
末
現
在
で
、
65
歳
以
上

の
免
許
保
有
者
数
は
１
，
６
７

９
人
、
自
主
返
納
者
は
10
人
、

経
歴
証
明
書
を
発
行
者
は
７
人

と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
自
主

返
納
者
は
30
年
度
が
31
人
、
29

年
度
が
30
人
と
な
っ
て
い
る
。

県
内
各
事
業
所
の
協
力
に
よ
り

運
転
免
許
返
納
者
に
対
し
て
タ

ク
シ
ー
の
運
賃
の
割
引
や
貯
金

利
息
の
割
増
（
注
１
）、
バ
ス

や
鉄
道
料
金
の
割
引
等
の
支
援

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
割
引

制
度
利
用
に
は
、
運
転
経
歴
証

明
書
の
提
示
が
必
要
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

シ
ニ
ア
カ
ー
は
、
歩
行
者
と

し
て
扱
わ
れ
免
許
証
返
納
者
に

対
し
て
の
補
助
制
度
は
な
い
。

質
　
問

　
２
０
２
１
年
美
波
町
で
開
催

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
ア
ク
ア

ス
ロ
ン
大
会
の
開
催
日
が
決
定

し
た
と
聞
く
、
最
新
の
動
き
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

美
波
町
で
は
５
月
22
日
・
23

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
22

日
は
、「
ス
プ
リ
ン
ト
」（
注
２
）

し
か
し
、「
日
常
的
に
歩
行
が

困
難
な
者
」
や
「
日
常
生
活
範

囲
で
移
動
支
援
が
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
者
」
を
対
象
に
購

入
や
レ
ン
タ
ル
に
対
し
て
補
助

制
度
は
あ
る
。

（
注
１
）
貯
金
利
息
の
割
増

　

一
部
金
融
機
関
で
自
主
返

納
者
向
け
の
定
期
預
金
を
実

施
し
て
い
る
。（
預
入
時
の

店
頭
表
示
利
率
＋
０
．
３
％

を
初
回
満
期
日
ま
で
適
用
）

「
パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
注

３
）」「
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
」（
注
４
）

を
実
施
す
る
。
23
日
は
、「
う

み
が
め
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
と

同
様
の
実
施
と
し
て
お
り
、
募

集
人
数
は
３
０
０
人
増
の
１
，

０
０
０
人
と
し
て
い
る
。

質
　
問

　
２
０
１
７
年
、
町
長
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
）
の
第
９
回
大
会
を
視

察
し
て
い
る
が
、
向
こ
う
で
受

け
た
印
象
は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

２
年
前
の
４
月
に
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
大
会
を
視
察
し
て
き

た
。
印
象
は
、
競
技
自
体
は
選

手
の
自
己
責
任
だ
と
強
く
感

じ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
準

備
を
関
係
者
の
皆
様
方
と

充
分
練
り
な
が
ら
、
こ
の
大

会
が
成
功
で
き
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
務
め
て
い
き
た
い
。

（
注
2
）
ス
プ
リ
ン
ト

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
半
分

の
距
離
で
行
う
。（
ス
イ
ム

１
．
５
㎞
、
バ
イ
ク
20
㎞
、

ラ
ン
５
㎞
）

（
注
3
）
パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　

障
が
い
者
の
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
で
距
離
は
ス
プ
リ
ン
ト

と
同
じ
。

（
注
4
）
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

　

ス
イ
ム
と
ラ
ン
の
2
種
目

で
行
う
。
距
離
は
ス
プ
リ
ン

ト
と
同
じ
。
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今
後
一
層
の
、
経
費
削
減
、
選
択
と
集
中
の
事

業
展
開
を
心
が
け
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
努
め
た
い

答　弁 1
財
政
の
現
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は

寺
てら

下
した

　博
ひろ

子
こ

議員

質
　
問

　
財
政
の
現
況
と
経
常
収
支
比

率
の
適
正
水
準
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

本
町
の
経
常
収
支
比
率
の
平

成
22
年
度
か
ら
の
数
値
上
昇
の

主
な
要
因
は
、
経
常
経
費
の
扶

助
費
が
６
９
０
０
万
円
の
増
、

経
常
一
般
財
源
の
地
方
交
付
税

が
２
億
３
０
０
０
万
円
の
減
で

あ
り
、
今
後
義
務
的
経
費
以
外

の
経
常
経
費
で
あ
る
補
助
費
、

物
件
費
等
も
含
め
た
経
費
の
削

減
に
取
り
組
む
。

質
　
問

　
職
員
数
等
人
件
費
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

平
成
18
年
４
月
１
日
の
職
員

数
は
１
９
５
人
、
平
成
24
年
４

月
１
日
に
１
７
２
人
ま
で
削
減
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
は
１

７
４
人
と
な
っ
て
い
る
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
、
職

員
個
々
の
業
務
へ
の
取
り
組
み

姿
勢
が
質
の
向
上
に
大
き
く
左

右
す
る
と
考
え
て
お
り
、
町
と

し
て
も
創
意
工
夫
に
努
め
た
い
。

質
　
問

　
２
０
２
５
年
問
題
、
２
０
４

０
年
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
安

定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
財

政
見
通
し
は
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

政
府
が
掲
げ
る
高
齢
社
会
対

策
に
基
づ
き
、国
の
施
策
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
行
う
。
平
成
30

年
度
末
の
起
債
残
高
は
79
億
５

３
０
９
万
４
千
円
で
あ
り
、
実

質
的
な
地
方
債
残
高
は
、
22
億

３
７
７
５
万
７
千
円
。
基
金
の

積
立
残
高
は
44
億
１
８
４
０
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
起
債

今
後
も
、
月
１
回
検
討
会
を
実
施
し
、
活
用
や

運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

答　弁 2
「
谷
屋
」
の
具
体
的
な
進
捗
を
知
り
た
い

質
　
問

　
実
施
中
の
改
修
工
事
の
状
況

は
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

現
在
、
ほ
ぼ
持
ち
上
が
り
、

６
月
末
か
ら
基
礎
工
事
に
着
手
。

10
月
を
め
ど
に
据
え
付
け
、
耐

震
工
事
、
屋
根
工
事
に
着
手
。

主
屋
の
据
え
付
け
が
完
了
後
、

み
せ
・
産
屋
の
曳
家
工
事
に
着

手
す
る
予
定
。

質
　
問

　
活
用
方
法
の
検
討
状
況
は
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

５
月
26
日
に
地
元
町
内
会
及

償
還
に
あ
た
っ
て
は
、
減
債
基

金
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
負
担

軽
減
に
努
め
る
。

質
　
問

　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向

け
た
新
公
会
計
制
度
の
活
用
は
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

財
務
諸
表
の
整
備
、
公
表
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

び
ま
ち
お
こ
し
団
体
と
活
用
方

法
の
検
討
会
を
開
催
。
今
後
、

指
定
管
理
も
含
め
、
住
民
に
十

分
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
　
問

　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
波

町
文
化
財
保
護
審
議
会
と
の
連

携
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

調
度
品
や
古
文
書
、
掛
け
軸

や
襖
絵
な
ど
、
教
育
委
員
会
や

関
係
団
体
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
調
査
、
保
存
、
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

現
在
は
建
物
の
活
用
に
関
し

て
の
動
き
で
あ
る
が
、
今
後
必

要
で
あ
れ
ば
文
化
財
保
護
審
議

会
で
の
協
議
等
連
携
し
て
い
く
。
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現
在
は
、
議
員
派
遣
の
状
況
を
示
す
文
書
が
整

備
さ
れ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

答　弁

住
民
が
ど
の
施
策
を
重
視
し
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
た
め
に
５
段
階
評
価
と
し
た

答　弁 1
住
民
意
向
調
査
は
、
高
台
へ
の
誘
導
で
は
な

い
か

2
監
査
指
摘
事
項
の
改
善
状
況
を
監
査
し
て
い

な
い
理
由
は

宮
みや

原
はら

　英
ひで

夫
お

議員

質
　
問

　
日
和
佐
地
区
高
台
整
備
事
業

の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
た
平
成

26
年
11
月
実
施
の
事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
住
民
意
向

調
査
。
こ
の
中
で
「
高
台
に
公

共
施
設
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
」

な
ど
15
項
目
に
つ
い
て
「
全
く

重
要
で
な
い
」
を
１
点
、「
と

て
も
重
要
」
を
５
点
と
し
て
回

答
に
差
を
つ
け
て
評
価
し
た
の

は
合
理
的
で
な
い
。
わ
ざ
と
回

答
結
果
を
高
台
整
備
事
業
に
誘

導
す
る
た
め
で
は
な
い
か
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

今
後
取
り
組
む
べ
き
15
項
目

に
つ
い
て
、
重
要
か
、
重
要
で

な
い
か
を
５
段
階
で
評
価
し
て

い
る
。
点
数
が
高
い
ほ
ど
そ
の

施
策
を
住
民
が
重
要
視
し
て
い

る
よ
う
な
見
方
に
は
な
っ
て
い

る
。質

　
問

　
こ
の
調
査
で
「
仮
設
住
宅
や

住
宅
再
建
の
た
め
の
土
地
を
確

保
す
る
」
こ
と
は
、
重
要
度
は

11
番
目
と
低
い
。
高
台
に
仮
設

住
宅
用
地
を
造
る
と
い
う
根
拠

に
は
な
ら
な
い
。
他
に
根
拠
は

あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

こ
の
調
査
項
目
の
中
で
11
番

目
で
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
対
策
へ
の
優
先
順
位
が
低

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

避
難
生
活
の
場
を
確
保
す
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

本
町
の
課
題
で
あ
る
。

質
　
問

　「
全
く
重
要
で
な
い
」
も

「
と
て
も
重
要
」
も
同
じ
１

点
で
評
価
す
る
べ
き
。
５
段

階
の
評
価
は
公
正
で
な
い
。

質
　
問

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
東
京

研
修
（
平
成
28
年
10
月
出
張
）

に
つ
い
て
、「
必
要
性
が
明
確

で
な
い
た
め
旅
費
の
支
出
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
監
査
委

員
の
指
摘
後
、
そ
の
改
善
状
況

を
監
査
し
て
い
な
い
。
指
摘
事

項
は
継
続
し
て
監
査
す
る
こ
と

に
よ
り
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
。

監
査
し
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

●
答
弁
　
多
田
代
表
監
査
委
員

　

全
員
協
議
会
で
、
今
後
議
員

派
遣
に
関
す
る
命
令
簿
等
を
整

備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
は
確
認
し
て
い
る
。

質
　
問

　
監
査
委
員
か
ら
「
支
出
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
旅
費

（
各
人
１
万
６
千
円
）
が
返
還

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
の
か
。

●
答
弁
　
多
田
代
表
監
査
委
員

　

本
件
は
議
員
の
研
修
派
遣
に

文
書
の
作
成
な
ど
の
手
続
き
上

の
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
も
の
。
私
的
流
用
、
カ
ラ

出
張
の
よ
う
な
返
還
に
当
た
る

事
由
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。質

　
問

　
今
回
の
議
員
派
遣
が
議
会
会

議
規
則
等
の
規
定
を
守
ら
ず
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
の
核

心
で
あ
る
。
単
に
手
続
き
上
の

不
備
と
し
た
答
弁
は
理
解
で
き

な
い
。

住民意向調査の回答分析方法

問18　今後、地区でどのようなことに
取り組むべきだと考えますか？

　この回答の分析を、「とても重要」を５点、「重
要」を４点、「どちらとも思わない」を３点、「重
要でない」を２点、「全く重要でない」を１点
として評価している。
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マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
時
点
で
条
例
が
出
来
上
が
る

答　弁 1
債
権
の
管
理
条
例
・
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
並

行
し
て
策
定
を

北
きた

山
やま

　朝
あさ

彦
ひこ

議員

質
　
問

　
平
成
30
年
度
定
期
監
査
で
、

「
滞
納
問
題
で
検
討
委
員
会
が

２
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
効

果
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
」「
債
権
管
理
条
例

の
制
定
、
施
行
、
債
権
管
理
事

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
取
り
組

め
」
等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
　

そ
の
後
の
措
置
状
況
を
説
明
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
備
品
台
帳
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
各
課
統
一
の

備
品
台
帳
で
管
理
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
今
回
の
指
摘
（
パ
ソ

コ
ン
は
総
務
課
が
一
括
管
理
し

て
い
る
が
各
課
管
理
に
す
べ

き
）
の
措
置
状
況
を
説
明
さ
れ

た
い
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

第
１
回
検
討
委
員
会
は
平
成

30
年
９
月
７
日
開
催
で
、
町
税

等
の
徴
収
対
策
検
討
委
員
会
立

ち
上
げ
規
程
の
策
定
、
債
権
管

理
条
例
制
定
の
方
向
性
、
納
付

機
会
の
拡
充
等
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
第
２
回
検
討
委
員
会

は
11
月
30
日
開
催
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収

納
が
県
内
市
町
村
で
ど
の
程
度

取
り
組
ん
で
い
る
か
、
シ
ス
テ

ム
対
応
費
用
は
ど
の
程
度
か
を

話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
、
債
権

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
優
先

し
検
討
関
連
資
料
の
収
集
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
事
務
局
は
、
徴

収
知
識
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
か

ら
税
務
課
が
適
当
と
考
え
て
い

る
。質

　
問

　
債
権
管
理
条
例
と
債
権
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
一
体
、
並
行
し

て
策
定
作
業
す
べ
き
。
ま
た
、

備
品
台
帳
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
情

報
漏
洩
問
題
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
、
町
の
考
え
を
説
明
さ
れ
た

い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
し
っ
か
り
考
え
た
い

答　弁 2
奨
学
金
制
度
で
人
材
を
町
に
留
め
る
施
策
を

質
　
問

　
徳
島
県
や
那
賀
町
は
、
人
口

流
出
の
歯
止
め
対
策
と
し
て
育

英
奨
学
金
制
度
の
改
正
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
教
育
委
員
会

の
考
え
方
に
「
過
疎
対
策
の
観

点
」
と
「
平
等
の
観
点
」
が
あ
り
、

美
波
町
育
英
奨
学
金
制
度
改
正

が
進
ま
な
い
。
今
後
は
、
従
来

よ
り
踏
み
込
み
「
過
疎
対
策
の

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

時
点
で
債
権
管
理
条
例
が
出
来

上
が
る
イ
メ
ー
ジ
で
お
り
、
決

し
て
条
例
を
後
回
し
に
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
、
県
の

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

デ
ー
タ
は
、
各
課
で
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
を
備
え
付
け
市
販
の
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
は
使
用
で
き
な
い
設

定
と
し
、
情
報
流
出
防
止
に
努

め
て
い
る
。

観
点
」
で
も
検
討
す
る
と
前
定

例
会
で
明
言
し
た
。
そ
の
後
の

検
討
状
況
を
説
明
さ
れ
た
い
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

５
月
定
例
教
育
委
員
会
で
は
、

海
部
郡
内
の
支
援
制
度
資
料
、

助
成
金
交
付
要
綱
を
確
認
。
６

月
定
例
教
育
委
員
会
で
は
、
海

部
郡
外
の
支
援
制
度
資
料
で
知

識
を
深
め
た
い
。
今
後
も
協
議

を
続
け
る
。

質
　
問

　
美
波
町
総
合
計
画
で
は
、「
総

人
口
が
減
少
し
て
も
人
財
が
増

え
る
町
」
を
基
本
的
な
考
え
方

に
掲
げ
て
い
る
。
多
く
の
人
材

を
美
波
町
に
留
め
る
施
策
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

人
材
が
増
え
る
町
に
す
る
話

は
、
で
き
る
施
策
を
組
み
立
て

対
応
し
て
い
く
が
、
帰
れ
る
人
、

帰
れ
な
い
人
の
平
等
性
・
公
平

性
で
悩
ん
で
い
る
。
慎
重
か
も

分
か
ら
な
い
が
教
育
委
員
会
と

し
て
し
っ
か
り
考
え
た
い
。
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下
水
道
へ
の
接
続
は
衛
生
組
合
の
問
題
で
、
答

え
ら
れ
な
い

答　弁 1
し
尿
処
理
施
設
を
廃
止
し
、
日
和
佐
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
統
合
で
き
な
い
か

戎
えびすの

野　　博
ひろし

議員

質
　
問

　
し
尿
処
理
施
設

（
日
和
佐
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
の
耐
用

年
数
が
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
水
質
環
境
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
し

て
35
年
の
継
続
延
長

協
定
書
を
結
ん
で
き

た
が
設
備
更
改
で
今

後
も
や
っ
て
い
く
の

か
。
地
元
住
民
に
同

意
を
得
て
再
延
長
を

し
た
の
か
。

　
下
水
道
の
計
画
人
口
が
減
る

将
来
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

の
搬
入
分
を
日
和
佐
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
流
入
路
に
入
れ
て
処
理

統
合
出
来
な
い
か
。

一
食（
６
７
０
円
）本
人
負
担
３
０
０
円
、町
補

助
３
７
０
円
で
見
守
り・配
食
に
努
め
て
い
る

答　弁 2
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
策
を

質
　
問

　
日
和
佐
地
区
に
お
い
て
は
社

会
福
祉
協
議
会
が
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
が
利
用
状
況
、

補
助
金
額
は
ど
う
か
。

　
日
和
佐
地
区
で
の
土
・
日
配

食
が
で
き
な
い
か
。
食
事
内
容

の
改
善
、
委
託
料
の
増
額
、
委

託
先
の
分
散
、
見
直
し
等
、
利

用
改
善
へ
の
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

美
波
町
内
在
宅
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
等
世
帯
、
要
援
護
障

害
者
、
食
事
の
準
備
が
困
難
な

方
に
安
否
確
認
と
共
に
食
事
配

達
を
し
て
い
る
。
１
食
６
７
０

円
（
本
人
負
担
３
０
０
円
、
３

７
０
円
を
町
補
助
）
利
用
者
１

３
２
人
（
由
岐
５
６
人
日
和
佐

76
人
）
ひ
と
月
あ
た
り
、
１
３

０
０
～
１
４
０
０
食
、
高
齢
者

が
誤
嚥
を
し
な
い
よ
う
に
と
ろ

み
を
付
け
た
料
理
が
あ
る
。

　

4
月
の
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
土
日
は
配
食
希
望
者
も
い
た

が
、
委
託
業
者
と
連
携
し
、
適

正
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

　

配
食
・
見
守
り
訪
問
が
で
き

る
の
は
由
岐
福
祉
会
、
町
か
ら

お
願
い
し
た
社
協
だ
け
で
あ
る
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

耐
用
年
数
の
関
係
で
協
定
期

間
を
15
年
に
し
た
根
拠
は
資
料

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

昭
和
63
年
建
設
で
新
耐
震
基

準
に
適
合
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
耐
用
年
数
が
50
年

で
あ
る
。
経
年
劣
化
が
進
行
す

る
機
械
設
備
等
は
計
画
的
に
修

理
や
更
新
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

改
築
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

毎
年
の
水
質
検
査
で
は
環
境

基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
基
準

を
超
え
た
こ
と
は
な
い
。

　

関
係
住
民
の
同
意
は
平
成
15

年
２
月
と
平
成
25
年
６
月
に
経

過
説
明
会
を
し
て
い
る
が
外
礒

町
に
は
案
内
し
て
い
な
か
っ
た
。

衛生処理組合が管理する、し尿処理施設

次
回
の
説
明
会
に
は
案
内
す
る
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は
技

術
的
に
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、

整
備
費
用
、
維
持
費
に
つ
い
て

ど
ち
ら
が
有
利
か
、
答
え
ら
れ

な
い
。
現
施
設
が
適
切
に
稼
働

し
て
い
る
こ
と
か
ら
衛
生
事
務

組
合
の
問
題
で
あ
る
。

とろみの多い弁当
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上
映
方
式
を
決
め
て
、
早
期
に
町
内
で
の
上
映

を
し
た
い

答　弁 1
映
画
「
波
乗
り
オ
フ
ィ
ス
へ
よ
う
こ
そ
」
を

ど
の
よ
う
に
上
映
し
て
い
く
の
か

山
やま

本
もと

　正
まさ

男
お

議員

質
　
問

　
大
都
市
で
も
上
映
さ
れ
、
徳

島
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
で
は
５
，
３

０
０
人
余
り
の
方
が
見
ら
れ
大

ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
地
元
美
波
町
で
は
ス

ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
あ
る
い
は
定

額
貸
出
方
式
と
す
る
の
か
。
上

映
時
期
等
は
、
ま
た
映
画
の
製

作
費
は
い
か
ほ
ど
か
、
美
波
町

か
ら
の
出
資
額
は
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
は
入
場

料
を
個
人
で
支
払
い
（
前
売
り

券
）
上
映
す
る
仕
組
み
で
、
町

と
し
て
の
負
担
金
は
な
い
。
定

額
貸
付
方
式
は
町
や
企
業
が
一

定
額
を
支
払
い
、
上
映
素
材
を

借
上
げ
、
個
人
負
担
を
有
料
・

無
料
に
す
る
か
は
上
映
者
が
決

め
る
。

　

町
内
で
の
上
映
を
し
た
い
。

　

映
画
の
総
製
作
費
は
６
，
５

０
０
万
円
で
、
町
か
ら
は
１
，

０
０
０
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
と
協
力
体
制
を
取
り
、
国
の
政

策
動
向
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
稲
作
農
業
に

取
り
組
み
た
い

答　弁

統
合
計
画
は
な
い

火
葬
の
時
間
短
縮
は
で
き
な
い

答　弁

2
持
続
可
能
な
稲
作
農
業
へ
の
取
り
組
み
は

3
斎
場
の
統
合
計
画
は
な
い
の
か

質
　
問

　
小
規
模
農
業
者
に
対
し
、
稲

作
農
業
が
持
続
で
き
る
よ
う
、

更
に
本
町
独
自
の
施
策
を
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
答
弁
　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

平
成
29
年
に
天
皇
陛
下
に
献

穀
さ
れ
た
特
別
栽
培
米
「
乙
姫

米
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ま

た
飼
料
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
稲
発
酵

粗
飼
料
）
用
稲
等
へ
の
転
換
も

持
続
可
能
な
稲
作
農
業
を
実
現

す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
中
山
間
地
域
直
接

支
払
金
約
１
，
９
０
０
万
円
、

多
目
的
機
能
支
払
交
付
金
約
３

７
０
万
円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、

３
戸
以
上
の
組
織
を
対
象
と
し

て
１
５
０
万
円
を
限
度
に
経
費

の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
し
て

質
　
問

　
斎
場
の
町
内
統
合
計
画
は
。

ま
た
、
日
和
佐
斎
場
に
お
い
て

の
火
葬
時
間
の
短
縮
化
は
図
れ

な
い
か
。

●
答
弁
　
南
住
民
生
活
課
長

　

由
岐
の
火
葬
炉
は
セ
ラ
ミ
ッ

い
る
。
農
山
漁
村
持
続
活
性
推

進
事
業
補
助
金
が
町
独
自
の
施

策
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

赤
松
地
域
で
耕
作
で
き
な
い

ク
ス
製
で
日
和
佐
斎
場
よ
り
短

時
間
で
火
葬
で
き
る
が
、
修
繕

費
は
約
１
２
０
万
円
と
高
額

（
日
和
佐
の
修
繕
費
10
万
円
程

度
）
で
あ
り
、
既
存
の
火
葬
炉

が
使
用
不
可
に
な
る
ま
で
使
用

し
た
い
。
統
合
計
画
は
な
い
。

農
地
を
有
償
で
シ
ニ
ア
世
代
の

組
織
的
な
力
を
借
り
て
請
負
う

形
を
実
証
実
験
的
な
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
取
り
組
み
は
じ
め
て

い
る
。
う
ま
く
い
け
ば
他
の
地

域
に
も
広
げ
て
も
ら
い
、
あ
る

程
度
方
向
性
の
見
え
る
今
年
１

年
の
取
り
組
み
と
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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う
取
り
扱
う
か
も
考
え
て
い
る
。

た
だ
い
つ
ど
れ
だ
け
の
人
数
に

な
っ
た
ら
統
合
す
る
と
か
突
き

詰
め
た
議
論
は
な
い
。

議
論
し
て
い
な
い

答　弁 1
学
校
の
統
合
計
画
は

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員

質
　
問

　
生
徒
数
が
減
っ
て
く
る
が
、

委
員
会
で
は
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。
統
合
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
の
か
。（
５
月
１
日
現
在
）

●
答
弁
　
寺
内
教
育
長

　

令
和
７
年
で
推
計
、
中
学
校

生
徒
１
０
４
人
、
13
名
の
増
加
、

小
学
校
児
童
百
九
十
四
名
で
16

名
の
減
少
。
こ
ど
も
園
園
児
は
、

就
園
が
義
務
で
な
い
の
で
推
計

は
控
え
る
。

　

統
合
の
計
画
は
策
定
し
て
い

な
い
が
、
児
童
生
徒
の
学
習
に

支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き

統
合
す
る
。
例
え
ば
、
複
数
学

年
に
在
籍
者
が
い
な
い
と
き
、

中
学
校
で
５
教
科
の
教
科
担
任

が
配
置
で
き
な
い
と
き
。
統
合

の
課
題
は
、
通
学
手
段
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
、
地
域
と
学
校

と
の
関
係
の
希
薄
化
、
地
域
の

拠
点
機
能
の
継
承
等
。
今
後
ど

来
年
３
月
４
日
が
時
効
成
立
日

答　弁 2
返
還
金
７
０
０
万
円
の
時
効
は
い
つ
か

質
　
問

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
返

還
金
に
つ
い
て
平
成
28
年
度
に

７
０
０
万
円
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
が
、
こ
の
回
収
見
込
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。
時
効
が
い
つ

か
。
も
し
時
効
に
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

現
在
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
は
、
財
産
も
無
く
解
散
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
５
月
に
弁
護

士
と
も
相
談
し
な
が
ら
債
務
者

と
面
談
し
、
納
付
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。
７
０

０
万
円
の
時
効
は
民
法
の
規
定

を
準
用
し
て
５
年
。
平
成
27
年

３
月
５
日
が
時
効
中
断
日
で
、

来
年
３
月
４
日
が
時
効
成
立
日

と
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
な

ん
ら
か
の
時
効
中
断
を
し
な
い

限
り
債
権
は
消
滅
す
る
。

質
　
問

　
今
年
の
５
月
に
協
議
を
始
め

た
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
担

当
者
は
誰
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

平
成
26
年
11
月
30
日
に
補
助

金
の
返
還
命
令
を
町
か
ら
出
し

た
。
そ
の
時
の
担
当
が
福
祉
課
。

そ
の
後
、
一
部
入
金
等
が
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
滞
っ
て
い
る
。

元
代
表
に
分
納
誓
約
も
い
た
だ

い
た
。
弁
護
士
等
と
の
協
議
は

副
町
長
が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、

私
が
引
き
継
い
で
い
る
。

　

来
年
の
３
月
６
日
で
時
効
に

な
る
。
そ
れ
ま
で
に
は
な
ん
ら

か
の
措
置
を
し
た
い
。

園児・児童・生徒数 （令和元年５月１日現在）
由岐中学校 18人

伊座利分校 � 3 人

日和佐中学校 70人

伊座利小学校 � 9 人

由岐小学校 52人

日和佐小学校 149 人

阿部子ども園 � 7 人

由岐子ども園 25人

赤松子ども園 9人

日和佐子ども園 96人
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外ノ磯公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○テレビ中継の実施
上、学校行事等で十
分人権に配 慮すべ
き。

テレビ中継が実施され
た場合は、人権は十分
配慮することとなる。 

（美波町議会）

○嵐橋の改良につい
て。

改良方策や安全対策等
について、技術・費用
面を考察の上、検討す
る。 （建設課）

○海部郡ゴミ焼却場
問題で、早期に解
決するため既存施
設（牟岐町）を改良
の方向で進めても
らいたい。

海部郡衛生処理事務組
合の議会において協議
を進める。 （美波町）

○し尿処理施設の耐
用年数の問題。

昭和63年4月稼働、建
物の耐用年数は50年
（今年で31年）。機械
は耐用年数に応じて更
改しているので問題は
ない。 （美波町）

住民出席者７人
議会出席者６人（向山議長、広報委員全員）

住民出席者６人
議会出席者５人（広報委員全員）

平成31年４月 27日㈯
13：30〜 15：30

平成 31年４月 28日㈰
13：30〜 15：30

日和佐公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○議会としての報
告会を開催でき
ないか。

山本副議長が主導して、
開催方法、回数等を検討
中である。 （美波町議会）

〇テレビ中継のアン
ケートはどうなっ
ているのか。

アンケートの実施について
は、多々意見があり目下検
討中である。 （美波町議会）

〇 想 定 津 波 高 の
観光客への対応
は。

各所に津波避難看板を設置
し、津波避難マップもホー
ムページ上で確認できる。現
在、防災アプリを作成中で、
完成後は最寄りの避難場所
や災害情報入手が可能で、
今後は宿泊先等に案内書を
配布する。 （消防防災課）

○町民グランドの
鎖は必要ないの
では。

不要な車の進入や長期駐
車等を防止するため、鎖
は必要と考える。
 （教育委員会）

○旧藤岡邸の利用
状況

大学との連携事業や、徳
島県、サテライトオフィス
関連で多くの方が利用し
ている。 （政策推進課）

○桜町には避難タ
ワー等は必要な
いのか。

桜町地区は特定避難困難
地に該当してないので、津
波避難タワーを建設する
計画はない。 (消防防災課)

住民に返す−議会だより報告会−
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山河内公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○森林環境税を、林
業の活性化に使っ
てもらいたい。

県南５市町と県で「とくしま
南部地域森林管理システム
推進協議会」を設立。森林
経営管理法や森林環境（譲
与）税に係る制度の周知、
森林所有者への意向調査
を行う。税は、協議会への
負担金や森林整備、担い手
対策に使われる。 (産業課)

○出張診療（山河
内で火曜日の13
時から14時）で
利用促進策は。

移動手段のない遠隔地患
者の医療に対する利便性
を向上させるために出張
診療を行っている。

（日和佐診療所）

○災害時に住民から
の情報を入手する
ことで、町の対応
がスムーズに行え
る手立ては。

防災対応は、住民からの連
絡で災害情報を受けると、
それぞれの管理者に連絡
し対応する。町道関係は直
接建設業者等に連絡して対
応。 （消防防災課）

○テレビ中継へのア
ンケートはするま
でもない。そんな
間があればテレビ
中継を実施すべ
き。

テレビ中継の実施について
は、賛否両論があり、アン
ケートの実施についても、
多々意見があり目下検討中
である。 （美波町議会）

○民間のブロック
塀崩壊対策に補
助できないか。

地震等で倒壊の危険性の
あるブロック塀に撤去の
補助金を交付している。
 （消防防災課）

住民出席者３人
議会出席者７人

（向山議長、広報委員全員、豊崎事務局長）
住民出席者９人

議会出席者６人（向山議長、広報委員全員）

令和元年５月 25日㈯
13：30〜 15：30

令和元年５月 26日㈰
13：30〜 15：30

阿部公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○タクシー助成は、由
岐まで3300円（日
和佐まで5000円）
が個人負担1000円
で助かっている。日
曜日休みが不便。

会社の経営に、行政
が関与することは難し
い。 （総務課）

○高齢者（介護認定さ
れてない方）を、一
時預かりできるよう
な施設等ができない
か。

生活支援ハウスに空
きがあった場合、利用
対象条件を満たせば
対応している。
 （福祉課）

○学校横の「町道阿
部４号線」を車が通
れるようにできない
か。毎年要望を出し
ているが結果報告が
ない。

国庫補助事業による
整 備 を 検 討 し て い
る。 （建設課）

○阿部校の有効活用
について町の 考え
は。

今は、防災活動等で
利用している。今後も
地域の意向を聞き活
用していく。
 （教育委員会）

住民の生の声を町に伝え
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田井集会所
出席者からの意見・質問 対応・回答

○公共用地の買収価格
が安い。

町では、公共用地の取
得において、不動産鑑
定士による近隣地の取
得事例や鑑定価格等に
より適正な価格を算定
している。 （建設課）

○建設資材の価格が上
がっている現在、高台
整備建設費40億円と
聞くが最終建設費は
倍になるのでは。ま
た、それにより税金が
上がるのが心配。

建設費は現時点での
概算となっている。
こ の 事 業 に よ り 税
金があがることはな
い。 （副町長）

○恵比須洞の遊歩道に
危険な場所がある。

恵比須洞の遊歩道は四
国の道であり、県管理と
なっているため、県に対
して補修の依頼は行っ
ている。 （産業課）

○バイパスの話もある
が、落石注意の道を住
民が通っている。住民
の安心安全を今の道で
も考えてもらいたい。

管理者の徳島県に対し、
県道日和佐小野線の安
全管理・対策の要望を
行っている。 （建設課）

○美波町には、各分野
で 活躍した人材が
いる。その方々に町
活性化に協力願って
は。

町の新たなキャッチフ
レーズ「にぎやかそ」は、
多くの方々に関って頂く
共創によるまちづくりを
目指すもので、町内外問
わず今後も協力をお願い
していく。 （副町長）

議会だより報告会

住民出席者 12 人
議会出席者７人

（向山議長、広報委員全員、豊崎事務局長）
住民出席者９人

議会出席者６人（向山議長、広報委員全員）

令和元年６月25日㈫
19：00〜 21：00

令和元年６月 28日㈮
19：00〜 21：00

西新町公民館
出席者からの意見・質問 対応・回答

○議会開会の放送は、
機械的で住民に議会
の傍聴を促す放送に
感じられない。

放送内容を改善した
い。

（美波町議会）

○ 街 路 樹の 葉 が 側 溝
に落ちて、掃除が大
変。

側溝等の排水に支障
がある場合は、県に
相談して対応してい
る。

（建設課）

○一般質問で、監査委
員の答弁に納得でき
ない。

わかりやすい答弁と
なるよう促したい。

（美波町議会）

○瓦を割られたので、町
内に防犯カメラを設
置してもらいたい。

現在のところ、防犯カ
メラの設置は予定し
ていない。 （総務課）
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議
長・議
員
の
主
な
活
動
状
況

（
平
成
31
年
３
月
定
例
会
～

令
和
元
年
６
月
末
日
）

３
月
19
日　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

３
月
22
日　
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協

議
会
臨
時
総
会

３
月
30
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
西
の
地

公
民
館
）

３
月
31
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
大
戸
公

民
館
）

４
月
５
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

４
月
８
日　
議
会
運
営
委
員
会

４
月
17
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

４
月
18
日　
全
員
協
議
会

視
察
受
入
れ
（
奈
良
県
明
日
香

村
・
高
取
町
）
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス

４
月
22
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

役
員
会

４
月
25
日
・
26
日
・
５
月
10
日
・
13
日
・
14

日
・
15
日
・
16
日
・
17
日
・
20
日
・
21
日
・

30
日　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
編
集

　
　
　
　
　

作
業
）

４
月
27
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
日
和
佐

公
民
館
）

４
月
28
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
外
礒
公

―
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
―

　

今
日
、
議
員
報
酬
・
定
数
問
題
が
問
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
は
議
員
報
酬

の
少
な
さ
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
原
因
は
議
会
が
住
民
に
見
え
ず
、「
議
会
不

要
論
」
が
あ
り
、「
追
認
機
関
化
し
た
議
会
」
で

あ
る
の
が
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
議
員
報
酬
・

定
数
の
削
減
」
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
住
民
自
治

を
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
議
員
活
動
に
は
そ

れ
な
り
の
報
酬
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員
報
酬
・
定
数
を
考
え
る
上
に
は
、
議
会
の
活

性
化
を
図
り
、
住
民
に
身
近
な
議
会
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

―
先
進
議
会
報
告
―

　

報
告
の
あ
っ
た
３
町
村
議
会
は
、
議
会
改
革
を

進
め
、そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
長
野
県
喬た

か

木ぎ

村
議
会
で
は
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
解
消
等
の
た
め
に
、
夜
間
・
休
日
議
会
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
鳥
取
県
若わ

か

桜ざ
く
ら

町
議
会
で
は
、
議
会
の
役
割
を
果

た
す
た
め
、
議
会
基
本
条
例
の
下
に
、
議
会
運

営
、
議
員
活
動
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

・
京
都
府
与よ

謝さ

野の

町
議
会
で
は
、
早
く
か
ら
議
会

活
性
化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
町
民
か
ら
の
議
会

活
動
に
対
す
る
感
想
や
意
見
を
基
に
議
会
は
何

を
す
べ
き
か
を
検
討
し
、
議
会
懇
談
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
今
後
の
美
波
町
議
会
運
営
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会
に
参
加
し
て

議長の

一言

民
館
）

５
月
16
日　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

５
月
17
日　
海
部
郡
議
長
会
総
会

５
月
21
日　
美
波
町
育
英
奨
学
生
審
査
委
員
会

５
月
22
日　
徳
島
県
町
村
議
長
会
総
会

５
月
24
日　
阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総
会

５
月
25
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
阿
部
公
民
館
）

５
月
26
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
山
河
内
公
民

館
）

５
月
27
日　
議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

５
月
28
日
～
29
日　
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
（
東
京
）

６
月
４
日　
阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
総
会

６
月
５
日　
議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

６
月
25
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
西
新
町
公
民

館
）

６
月
28
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
田
井
集
会
所
）

　

研
修
会
で
は
、
山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
氏

等
か
ら
議
員
報
酬
の
あ
り
方
の
最
終
報
告
の
説
明

が
あ
り
、
次
に
先
進
議
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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質問議員・質問内容 答　弁 現状と質問者の想い

川
　
尻

由岐湾内高台造成計画、
事前復興町づくりをどの
ように進めていくのか。

志和岐谷地区を軸として
由岐湾内地区防災会・関
係団体と連携しながら検
討していく。

➡ できるだけ早い時期に関
係団体との協議を行い、
事業を進めてほしい。

宮
　
原

町の説明に誤りや疑問
がある。日和佐こども園
の高台移転への町民の
合意は得られているのか。

これまでの住民意向調査、
地元説明会、保護者説明
会等の結果合意は得られ
ている。

➡
高台移転がわずか２％の
保護者の賛成で進められ
ている。町民全体の意見
を確認すべきでは。

寺
　
下

新年度の重要事業、財
政の状況、財政の健全
化対策を伺う。

財源の確保を念頭に置き、
滞納対策にも取り組む。 ➡ 税等のコンビニ収納導入

に向け検討を進めている。

北
　
山

志和岐地区の住民は、タ
クシー利用助成を受け
ても利用者負担は４倍
になる対策は。

美波町病院連絡バス問題
と並行して検討したい。 ➡

病院連絡バスの２系統化
の予算可決（６月）で、
10 月から志和岐出発の
病院連絡バスが運行。

中
　
川

日和佐地区でも土日の
配食サービスを受けら
れるようにできないの
か。

アンケート調査をし、土
日等の配食サービス提供
に向け検討する。 ➡ 由岐福祉会、東紅会に打

診したが、受け入れても
らえない。

戎
　
野

地域公共交通の確保と
利便性の充実、交通弱
者対策は。

タクシー助成の拡充や不
便をかけない仕組みを作
る。 ➡ その後変わっていない。

山
　
本

日和佐浦東線で緊急自
動車も通れるように整
備できないか。

今後、空家対策との連携
を図りながら検討してい
く。 ➡ 消防自動車も通行出来な

い町道解消に向けて前向
きに取り組む。

岩
　
瀬

小中学校のエアコン整
備の完成時期は。 完成は８月末。 ➡

由岐小学校、中学校、伊
座利校は９月末。日和佐
小学校、中学校は 10 月
末の完了予定。

「あの答弁、ほのあとどないなっとん !?」

〈３月定例会一般質問より〉
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議
員
28
年
の
功
績
に

旭き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

　
永
本
善
次
郎
氏（
西
河
内
）が
、令
和
元
年

春
の
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
永
本
氏
は
旧
日
和
佐
町
か
ら
美
波
町
ま
で

の
議
員
在
任
7
期（
28
年
）の
地
方
自
治
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

＊
旭
日
双
光
章
と
は

　

勲
章
「
旭
日
章
」
の
6
等
級
の
う
ち
勲

5
等
に
相
当
す
る
章
。

　

国
や
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
者
に
授

与
さ
れ
る
。

「これからも町に貢献したい。」

広報研修会（7 月 10 日東京）報告　　　●参加者：北山委員長　戎野副委員長　宮原委員

読
ま
れ
、
伝
わ
る「
議
会
だ
よ
り
」へ

読まれるための再点検！

＊
住
民
が
見
て
興
味
が
わ
く
内
容
か
。

＊
行
政
情
報
と
は
、
違
う
切
り
口
か
。

＊
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
か
。

＊
住
民
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
、
事

柄
が
載
っ
て
い
る
か
。

＊
企
画
や
見
せ
方
で
マ
ン
ネ
リ
化
に

陥
っ
て
い
な
い
か
。

＊
読
み
た
く
な
る
ツ
カ
ミ
や
ア
ピ
ー

ル
力
が
あ
る
か
。（
10
字
程
度
が

理
想
）�

（
北
山
）

大切なこと、編集の
ポイントはこれだ！

◎
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
議
案

を
優
先
掲
載
す
る
。

◎
１
記
事
に
１
枚
の
写
真
を
。
見

れ
ば
分
か
る
広
報
に
。

◎
請
願
は
住
民
の
貴
重
な
声
、
請

願
者
氏
名
、
趣
旨
、
紹
介
議
員
、

討
論
の
内
容
、
賛
否
結
果
を
分

か
り
や
す
く
。

■
取
り
入
れ
る
工
夫
は

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
を�（
戎
野
）

なぜ必要か、議会だより

　地方自治は住民参加が前提、情
報なくして住民の参加なし。住んで
いる地域のことを知り、関心を持ち、
どんな政策が行われているかを知る
必要がある。この情報を提供する手
段の一つが「議会だより」で町行政
の取り組み状況や議会活動を知るこ
とができる。発行根拠は「議会の会
議はこれを公開する」という自治法
の公開原則です。 （宮原）

主人公は読者

住民

議会 行政
議会広報は双方向で。
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● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉北山朝彦　〈副委員長〉戎野　博
〈委　員〉宮原英夫　中川尚毅　山本正男

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp

　６月５日の全員協議会で、向山議長が「アンケートのたたき台は広報委

員会で作り、全員協議会を開催し意見を聞くことでお願いする」とまとめ

た。ところが、向山議長から「アンケートの実施は今後検討する」との申

し入れがあったので非常に困惑している。

　全国の研修会でも、「広報紙は情報を知らせる作業と、情報を得る作業

の双方向が必要」と学んできた。今後さらに住民の意向を反映できる広報

紙づくりに努めます。� 委員長　北山朝彦

編集後記

＆我 が 家 物私 の 宝

弥生の石おの

　この石
せき
斧
ふ
は、長さ 19cm、刃

じん
部
ぶ
の巾 6cm、重さ 500g の

石斧です。刃部は蛤歯の形状になっていて、色は淡く緑色を
帯び透明性を保ち全面研磨した磨製石器です。素材は「ハイ
アロクラスタイト（硬い砂岩質）」で、鑑定では弥生期（3,000
年〜 1,700 年前）の作という。
　義父（義臣）からは、「祖父（権太郎）が赤松新発谷の元
屋敷付近で、明治 30年ごろ発見し、神棚に祀り（まつり）
受け継いできた」と聞いている。
　平成 13年９月 20日、町有形民俗文化財（考古資料）と
して指定された。

赤松
西
にし
前
まえ
　宗
むね
則
のり
さん（86歳）


